
空から見た川崎港

東京湾は、私たちの国の首都圏の中央部に位置しており、東京湾内の6港のうち

の1港が川崎港です。東京湾は古くから埋立てが行われており、横浜や川崎を中心

とする京浜工業地帯では石油コンビナートをはじめさまざまな工場が立地し、日本

の工業を支えてきました。一方で東京湾は、千葉県、東京都、神奈川県の陸域に囲

まれて湾口部が狭い閉鎖性海域であるため、外海と内湾との海水交換が滞りやすく、

陸からの生活排水や産業排水などが溜まりやすいという特徴があります。そのため

夏になると、特定の植物プランクトンが異常増殖することにより赤潮※１が発生した

り、海中の底層付近で酸素濃度が低下し貧酸素※２状態になるなど、海の生きものが

生息しづらくなる現象が起きてしまうことがあります。

川崎市では、令和3年度から令和6年度に、川崎港の中にある東扇島公園周辺の

海に生息する魚や貝、海草、海藻、プランクトンなどの生きものの調査を行いまし

た。その結果、様々な生きものが確認できたので、たくさんのトピックスとともに

みなさんに紹介します。

この冊子を通して、東京湾の中にある川崎港の海の中の環境や生きものについて

みなさんに親しみをもってもらい、また、そんな海の生きものが生息しやすい海に

するために、みなさんにもできることを考えていただければと思います。

※１赤潮：2８ページ参照 ※２貧酸素：2９ページ参照
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